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RECYCLE PAPER
─ 森 林 資 源 を 大 切に ─

豊かな暮らし、まち
夢の実現へ

平成3 年度　予算( 案) のあら まし

撮 影: 萩 野矢 慶記 さ ん( 千 住関屋 町　在住)

平
成
3
年
度
の
区
の
予
算
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

総
額
は
2
千
4
9
4
億
円
余
。
こ
の

う
ち
、
一
般
会
計
は
I
千
8
5
3
億
円

余
で
、
前
年
に
比
べ
6
・
9
%
伸

び
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
地
域
福
祉
施
策
の
展

開
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

と
生
涯
学
習
推
進
施
策
の
展
開
、

産
業
の
振
興
、
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
予
算
案
の
主
な
事
業
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平成3 年度　足立区予算( 案) 概要

住
ん
で
よ
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

戦
後
最
長
の
人
刑
E景
気
と
い
わ
れ
る

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
に
迫
る
今
回
の
大

型
景
気
に
も
。
や
や
か
げ
り
が
兄
え
は

し
め
ま
し
た
。

一
方
。
昨
年
来
検
討
さ
れ
て
い
た
土

地
税
制
全
般
の
見
直
し
に
伴
う
地
方
税

へ
の
影
響
や
、
企
業
収
益
の
鈍
化
に
よ

る
都
の
法
人
―
税
の
落
ち
込
み
等
、
ド

財
政
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
区
財
政
を
と
り
ま
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
時
こ
そ
、
区
民
生
活
を
あ
ず

か
る
区
と
し
て
は
。
総
介
的
か
つ
効
率

的
な
事
業
執
行
に
よ
る
行
財
政
の
運
営

か
求
め
ら
れ
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
一
一
次
に
わ
た
り
基
本
計
両

を
策
定
し
、
「
調
和
の
と
れ
た
心
豊
か

な
住
み
よ
い
足
包
」
の
実
現
を
日
指
し

て
積
極
的
に
施
策
を
展
開
し
。
公
園
や

道
路
、
ド
水
道
等
の
整
備
を
進
め
、
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
充
実
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
急
激
な
高
齢
化
社
会
の
到

来
に
対
応
し
。
お
と
し
よ
り
や
障
害
を

持
つ
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
人
生

8
0
年
社
会
の
し
く
み
づ
く
り
と
ま
ち
づ

く
り
』
の
?
期
実
現
が
・
区
政
の
大
き
な

課
題
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
道
す
し
を
明
確
に
す
る
た
め
、

新
し
い
基
本
構
想
を
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
下
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
?
成
3
年
度
の
当

初
・
f
算
編
成
で
は
、
第
1

に
、
在
宅
福

祉
を
充
実
さ
せ
、
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
あ
い
あ
い
公
社
」
の
援
助
協
力
‥只

制
度
も
そ
の

。つ
で
す
が
、
区
が
急
ピ

ッ
チ
で
建
設
を
進
め
て
い
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
も
収
要
な
柱
で
す
。

第
2

は
。
い
き
い
き
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と

同
時
に
、
誰
も
が
生
涯
学
習
に
取
り
組

め
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
す
。

5
6館
建
設
を
日
指
す
住
区
セ
ン
タ
ー

は
、
い
よ
い
よ
4
2
館
目
の
設
計
に
入
る

ほ
か
、
温
水
プ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
建
設
し
ま
す
。

第
3

は
、
産
業
の
振
興
に
よ
っ
て
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

す
。
大
型
店
の
進
出
に
備
え
て
店
舗
の

共
同
化
な
ど
の
商
業
支
援
を
す
る「
株
式

会
社
」
を
設
茫
す
る
ほ
か
、
産
業
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
始
し
ま
す
。

第
4

は
、
快
適
で
便
利
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
親
水
水
路
の
整

備
を
計
両
的
に
進
め
る
こ
と
や
。
「
水

と
緑
の
公
社
」
を
設
立
し
て
積
極
的
に

環
境
の
保
令
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
現
在
、
社
会
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
緊
急
的
課
題
へ
の
対
応
と
し
て

は
。
ゴ
ミ
の
減
量
運
動
と
、
資
源
の
有

効
活
用
対
策
の
ほ
か
、
住
宅
対
策
や
駐

車
場
対
策
に
つ
い
て
も
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
。「
足
立
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と

い
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
　

古

性
　
直
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平成3 年度の主な事業
総 合 的 な 地 域 福 祉 の 展 開

憲賃 等 の励 成1, 381 万 円

地 価の 高 騰や 核家 族が 進 み、I・l齡
者を取 り 巻 く住宅 事 情は 、非 常に 厳
しい もの と なっ てい ます 。こ の ため65

歳以 ト の ひとI J 算らし 、 大婦の み
の 世帯 に 、 隹宅の あ っせ ん々 転 居時
の ー一時 金お よぴ家 賃 の助 成をしま す。
助 成 限度 翻D 家 賃 助成{ = 新竃 賃と

現家 賃の差 額}・・・・5】、000円D 転
居畤 の ・時 企‥ ・】7S, 000111

特別 費 黷老 人 ホ ーム・ 高 齢者 在宅
サ ービ ス セン タ ーの贐 設

25t t 6, 930万円

高略 化! t 仝の 進展に伴 って増大する
ねた きり 老 人、痴 呆 性商 節 者のた め 。
扇・・　・Hと 。' <H- |' ! |に 特 別養 護老
人 ホー ムを 建l aし ます。

「 扇」{ 仮称3 は。痴 呆 覩高 齢 占
対策 に・・i (点 をお き 、専j l j介 護棟! 童
員仙 人) も設; x;。・F成4 年 峻に 閥設
し ます。

「・I、・11」( 仮 称) は、ヶ ア ハウ ス、
ボ ラン テ ィア セン ター も併 虚し ます。
オ ープ ンは・F成6 年度 の・r一定。

い ず れの 施、i殳に も、 高齢 者 在。宅サ
ー ビス セ ンタ ーを 併設 しま す。

特 別養 護老 人 ホ ーム・ 高 齢者 在宅
サ ービ ス セン タ ーの運 営

8 憧4, 168万円
区 政とし ては 初め ての 特 別養 護老

人 ホー ム「 さの 」 が5 月木 には オ ー
プ ンし ます 。定 員 は100 人( 一般50

人、痴 呆 性50人廴　
高 齢 柵在宅 サ ービ スt ン ター 厂さ

の」 も7 川 には 開設 しま す。

身 体障 害 者用 三 輪自転 車 の購入 費
勅 成106 万 円
身 体に 障害 を 侍う ゐ'が, 活 茹 範鯏

を広 げ。 よ り多 くの 社仝 参J I I Iか で き

るよ う身 体障 害 者用三 輪 自転 市の 購
入賢 の 一部を 助成 し ます 。

平 成3 年度 か らは 電動 三輪 車の 購
λ に も助 成し ます 。(限度 額) 5万円)

高齢 者住 宅改 造 費の助 成632 万 円
高 齢 占が 住み 慣 れた家 に 女心 し て

住 むた めに は、 快 適で便 利 な日 常生
活か 不 可欠 です 。こ のた め 、65歳 以
上の ひ とり 暮ら しお よび 人 婦の みの
世 柚の 方か 、浴 場、 ト イレ 、玄 関、
台所 な どを 改造 す る場 介、所 得 に 応
じ てそ の費 川の ・部を助 成 しま す。

柵神 薄弱 者作 業 施設の 助成
4, 658 万円

通 所 訓練 施設 の画 富助 成
6, 023 万円

協立 作業 所等 の遭 営助 成
5、252万円

地域コミ ュニティの推進と
生 涯学習推進施策の展開

住区 セ ンタ ーの 建設
15t C3, 702万円

10番、11 番||の1=I E区 セ ンタ ーと し
て, { 仮 称} 干住i l l l原 町仕 区 セン タ
ー( - f 仕i・1原町5 番、6 番3 と( 飯
称) 内 伊 興住 区セ ン ターg 内 伊興 ・
・r l ' 112刄3 を 建・,没し ます。

と もに|剔戉は 　' F成4 年4J j の予 定
です。

( 仮 称)西伊S 住区セン タこ 吮燠汞 想図

( 仮称) スイム ス ポー ツセ ンタ ー
の 建設

39愴8, 050万 円

竹の塚 温 水プ ール を全 面改 修 し、
体育 郎等 を 併設 した ス イム スポ ーツ
セ ンタ ーと しま す。

完 成後 は、 総 合ス ポー ツセ ン ター
に次 ぐ、 阿 内第2 の スポ ーツ 拠点 と

な り、 気 軽に スポ ーツ を楽 しめ る場

と なり ます 。開 設 は平 成4 年41j の
了 定。

ぺ仮称) スイムスポ ーツセンタ ー
i 盡 咸予 想図

総合 ス ポー ツセ ンタ ー多 目的 広 場
の遇 成10 愡7, 351万円
総 介ス ポー ツセ ン ター隣 りの 公 園

川 地を 少 年野球 場 、200m トラ ッ ク、
サ ッカ ー場 な どに 使え る 多目的 な 広
場 とし て 整備 し ます。 広 鳩の地 下 に
は 、160が 収容の 肝 小叫 も 併せ て整 備
し ます 。f 成4 年9 川オ ープ ンr 一定 。

( 仮 林) 柬 綾瀬 公圃 プ ール ・ア イ
ス スケ ート 場賠 設

498, 359 万 円
31世代 が楽 しめ る スボI一ツ 公園 と

して 。舞 か改 修11・の 都 。
、r

東綾 瀬公園。
こ の 一環 とL て、 同公 園内 に 区か開
閉 式ド ー ムを もつ「雫 内プ ール 」と、r
咄 外プ ール亅を新たに建 設します。
「咄 外プ ー ル」 は 冬季 に はア イス

スヶ- 卜 場 とし て利 用し ます 。平 成1
年7 月閑 設・f定 。

跖 吩i gi i 。。

( 仮林) 千 佳 温水プ ール の建 設

3 億9, 267万円
千 寿 本町 小学 校の新 しい 校舎 の建

設に 合 わせ て、同 捜敷 地内 に温 水プ
ール をつ く りま す。児 童の 授業 での
利用 を優 先 しま すか、 学校 か和 用 し
ない 時l j 、区 民 の皆さ んに 團 放し ま
す。 平成5gl 乙: 1月完成 子定 。

管 弦楽 と合 唱 のため の 組曲制 作
408万円

水 と緑・' “ 堅史 と伝 統" ふ れ
あい' とい った イメ ージ を もとに 。
管弦 楽 と合・I I ,の ための 組 曲を利 作 し
ます 。・F成5 年一度の{ 飯 称} 児豕 文
化セ ン ター ・ホ ール のこl l ら 落し で

新 しい 自冶 体 賛歌 を披 露 しま す。

生 きがい 奨 励含 の支 給
2 慵9, 300万 円

鳥齢 者の 方 か健 康 で充火 し た人 生
を 送 るため の 、生 涯学 習活 動 や地 域
活 動を 丈扱 す る もの とし て、 十 きか

い 奨励 金 を 支給し ま す。
支給対象区内在住の70巌以I ・。の力・
支給金額D70～74歳… 5000円

D75 歳以j y ‥ 7, 000円
区民 保 貴所 の建 設

6 憧|, 081万 円
( 仮 称) 児 童文 化 セン ター ・ホ ー

ルの 建設18 憧7, 256万 円

快適な生活環境づくり

鹿浜橋 緑地整食 および農業の保 全と維持(
都市 農業公園の 改良)

733万 円
1 憧4, 077万 円

建 設彳1が 行う 荒川左 岸 と新 芝j l lと
の合 流 地点 のス ーパ ー堤 防化l l・! l lに
伴い 、 河川 取を 差備L 、 都・dj・農案 公
園 を改 修 します 。? 成3年 度 はこの'、次
計 委 託と民 家等 の 移設L 事。

完 成 筏 は。広 い鹿 鈬橋 緑地 と スー

パ ー堤 肋 をいか し た、 スケ ールの 人
きな公1圃とな り ます。

良浜 橋蒹 地螫● 予赱唐

( 仮 林) 伊興 遺爵 公園 の 建設( 設
叶委 託) 1, 609 万 円
f 成2 年暖 で、 発堀 調責 の終r す

る東伊 具町 のj j i代 過跡。 こ の遺 跡を
生 かし た 公園 を硅・汲し ます 。ま た。
出 土品 の レプ り 力等が 見ら れる 装示
室も作 ら れま す。

古代 の 息吹 きが 感じ ら れるこ の公
園( 2, 716m" ) 、オ ーブ ン は平 成5 年7
月の予 定 です。

公園の造成5 億4, 199万円
レ 都 市提 携J e念1モ物11( 仮称l

元 渕江 公園 内8000ml に、 チ・ ウの
飛 ぶ 温室 や。 カブ トム シ、 パ ッタ な
どの麗 虫 を生 き たま ま観察 で きるyl i
物 園 を建 設し ま す。平 成5 年10j l 関
匱 予定 。

嘔r 恆 圜 嶌 が叺 図

C》ヘ ル モ ン ト 公 園g 仮 蒭)

姉 妹 部I I J・鍵 携 し て い る ベ ル モ ン ド

市 と の 友 好 親=跨の 一環 と し て, 楠 鳥

スT11 に 。 オ ー ス ト ラ リ ア の 風| ・。等

の 特 性 を ゛|ミか し た 特 色 の あ る 公1● |を

造 成 し ま す 。 平・成5 年4 月| 剔1剛 予 定 。D

舎 人 卜 ‥ り 公|剥( 仮 林) ・・・入 谷l l ' 5】7pT

一住 碍 公l l ( 仮 称3 ・- - T 一往 堋 町 匐 ・

引 番 な ど

水と緑 の 公社 設立8 餓9, 524万円
区 グ) r l然 環境 を守 り、 次11t代 に残

して いく た め、 公l i を 設立 しま す。
こ の 公社 で は、緑 化推t 水質 浄 化な
どの 自然 休 護に 関す る 本豪 と、 親水
冷 沸 や親 水 公園 の管 理等 をi・fい ます。

親水 水路 の警 備28 億8, 606万円
区 内を 流 れる 河川 や 水路 を生 かし、

潤 い のあ る 空間 をつ く るため に 、栽
冰 水 路 を壑 蝎し ます 。
D 芻 内川 水 鏡水 水路 整 備{ 第d 期、

人 谷田 ・} '目 一神 呷|三・r口)
冫 八かH ・落 親ホ 整備( 東綾 瀬 ・-一二

)・11)
>l y夲l l : j 堀覯水整偏GI I - T・谷l q】・||　～

一束伊 興 ・j '目)
) 赤|l i 街道親水警備{ 伊興町h庵- 　～

伊興l q} ・目)
) 梅|||麗 匐 水 怜備1 襾 新j l =栄 町 ご1'

l j 一掬111掟j ・11)
D 本木堀 、 神飯 堀、 占隅l l】、111J l l堀

親 ホ整 備 基 本設 計、実 施 設l i l・

葛 西用水 観氷水路弛成下i 図

防 賢生 活 圖モ デ ル事 埀
1 傭14, 32C万円

コ ミュ ニテ ィ隹 環贋 豊儷
3 售s, 韵x 万円

公 書 畑● の● 及 啓発2, 38 刀i 円
金害 擯亶 測定 管 理運 曾2, 79 ● l i円
嗷共 下水 道a 隻 膓( ・r峻3 年塵1113%

曹及 を 目標 とし ます)
矗 億 假gi 円

蒭 瘴 肪旻 不姐 化2 譖l , 弱・万 円
雨 氷 迪 出御 憮施 轂の 餮 爨

3, 101Xi P¶ -
一 一 ●

25● 5, 147万 円
櫑 姪の麹 段l 歯s, 5s4万 円
耄予 俚眼 改 良に 伴 う周辺 の● 境 麹
● a 歯7, 189万 円
交通 刔策4, 6s1 万 円

本 格的な
地域経済 施策の展開

商店 衡の 活 性化・ ま ちづ くり 計画
の策 定2, 053 万円
い わゆ る「 人店 法」 の改亅Eな ど、

区 の中 小 小売 業者 の経 営環 境は 、 ま
す ま す厳 しく なっ てい ます 。そ こ で
国 ・ 都の 人店 法対 策を 有 効に活 用 す
るた め、第3 セク ター方 式 のr { 仮称}
足 立K 産 裏飯 興・ まち づく り会l t 」
の・設 立を検 討 し ます。

ま た、 商店 街自 体の まち づ くり 計Si l
を 策定 する 基礎 と なる、 商店 衝 の

診 断 、指 導を 今 年慶は101j 体に 行 い
ます。

情 報ネ ット ワー ク329 万 円

産業 情 報窒 では 、パ ソ コン を利 用
して 各種 の情 報を 代行 検索 し、 巾 小

企 業 に情 報鍵 供 してい ま す。こ れ を
一一歩 進め 、区 内の 中小 企業 者か 、 自
廿 の パソ コ ンか ら産業 情 報室や 企 業
と 相 互に 情報 交換 がで き るよ うに し
ます。

常 磐新 線沿 線の 開発 調 査
3 億6, 800万 円

「 常磐 線の 混雑 緩和 」「 沿 線の 開
発」 「交 通不 便地 域の 解消亅 を目 的
に 整 備を 進め る常 磐新 線。 こ の整 備

と運営 をi i う 第3 セ クタ ーに出 責 し
ます。

商店 街 環境 整備1 憧9, 383万 円
魅 力 あ る 商 店 街 づ く り を 支 援 す る

た め 、 薩 飾 街 路 灯 の 涙; i 助 成 な ど 、

商l , l i '街 の 環 境 整 備 を 進 め ま す。 ま た 。

安 全 で 峡 適 な 買 い 物 か で き る よ う 商

店 街 の カ ラ ー 舗 装 豊 備 を し ま す 。 平

成3 年 度 か ら は 、 私 選 都 分 を 新 た に

助 成 対 象 と し ま す 。

市 街地 再闘 発2 餓3, 203万円
商店 街 の振 興、占街 地 の環晩 整 備、

総 合 的な ま ちづ くり とし て、
冫 竹 ノ塚 駅西 口地 ぽ 再開 発事 業助 成
レ 丙 新井 駅 西目地I K の街K 整 備計 画

大臣 本辺 申 請調 書作成
卜 北 千 住駅 東 口地区 の地 区 再生升 画

大 臣 承認 申 請書作 成
冫 北 千注 駅 西 口周辺 地区 の都 市総 合

再開 発促 進計 画案 の 作成
など を 行い ます 。

鉄 道連 続立 体化 調 査( 竹の 塚, 北
千祐地 匯) 7, 243 万 円

舎 人新 線・ 驚磐 新 線建 設資 金積 立
14餓7, 079万 円

覗 涯9 緘x 知a4j 鈿 哨喞 洫

緊 急 課題 への 対応
住宅 マ スタ ープ ラ ンの策 定

2, 120万 円
現 在、 住宅 ・ 住環境 問 題の 抜 本的

解決 のた め、区の 基本 姿勢 を示 す「 足
立区 住宅 政策 」を 策 定中 です 。こ れ
を もとに 、平 成3年 度 は地域 に 応じ た
住宅 計画 「 住宅マ ス タープ ラ ン亅 を
検討 し、 よ り具 体的 な住宅 の 供給 、
整備 、改 善 を図 りま す。

リ サイ クル の推 遥
1, 572万 円

ゴミ減 量 とりサ イクル を推 進 する
ため 、足 立 方式の シス テム を検 討し
ます 。裂 在 僑動中 の 「 ゴミ 問晒対 策
蚕貝 仝」 は 、こ の シス テム につ いて7

月に答i かを出 す 予定で す。
また、 り サ イクル の キャ ンペ ーン

活動 と して 、り サ イ クル フ ェア も実

施 します 。

畦車場対策4 億5, 065万円
交 通安 全 や街 の 環境上 。 駐・|(場の

不足 は ます ます 深刻 化 して い ます。

こ の駐 車場 問題 解 決の ため 、駐 小 鳩

の 需要 予測 調 査等 を行 い、 「駐 車場
基 本計 画」 を策 定 しま す。

また 。都 と特 別区 等で 設 置す る(仮
称) 駐 車場 整備 基 金への 出 資を 行い
ま す。

基本 構想 の簾 定
2 、588万円

現在 の基 本構 想 は昭 和53年に 作 ら
れ。 こ の間 社会 は大 き く変化 し 、新
た な課 暫が 生じ て きま した。そこ で、21

世紀 の足 立区 を築 く ため 、新 しい
基 本構 想を 作り ます 。

教 育 の 充 実
臨海 施設 の建 設

1 億5, 403万円
海浜 の自 然 を利 用し た校 外学 習 施

設 を建 設 し、児 童 ・生 徒が 自然 との
ふ れあ い を喋め 、 健全 な裏1喇4 銛・か
体 験で き る機仝 を 増や し ます。
p{ 仮称} 足立 区立 鋸 南自 然の家c 千

葉猖 安 房郡銀 南 町大 帷了)
平成3 年 度に 設 計し 。建 設 は4 年

度 から 、開 設l j 平 虞6 年7 月 の予定
で す。

統合 釿 校の 建設
12億5, 175万 円

さ きに まと まっ た区 立小 学 校の 適j E
配 置計両 に 従っ て、 統合 新 梭を 建

設し ます。
E) 千寿本町小乍校{ 千寿第一小と千　

寿旭小の統合=新校} ・‥ 于住" ミr 目　
加番、平成3～4度工事

し》千寿 第 六・干 寿 第七 小学 校統 合 新
校… 干 住桜木 一TU8 番15号、 設
計委 託

私立 幼 稚園等 園 児保 護 者の負 担 軽
減13 億7, 926万 円
私 立 の 幼 碓 崩 な ど に 通 う 児 童 の 保

謾 者 へ の 助 成 を 、 こ れ ま で の ・1額

10, 000F 】か ら 】】、000円 に 増 額 し ま す。

公私 立 幼稚園 就 園の 奨励
2 億8, 726万 円

公私 立幼 稚園 に4 ・5 歳 児 を通 園
さ せて い る世帯 に 保方 科の 減 免を し
て い ます。( 収 入制 限 あり)

平成3 年度か ら は、 この 対 象を3
歳 児 までに 拡人 し ます。

外国 人 講師の 派 遣( 小学 校)
82万 円

・|ヽ ? 怏5 校 をモ デル 梭 とし て、 外
国 人讓 師 を派遣 し ます 。

区制60周年記念事業
( 仮 称) ア ニメ 「あ だち の 歴史 」

の制 作2, 809 万円
足立 区 の置 止か ら 現在 まで の歴 史

を。 わか りや す く、 親し みや すい ア
ニ メ ーシ・ ン で紹 介 しま す。 完成 後
は 、 保育 圃や 小中 今 悛な ど、 学習 の
場 に も鍵 供し ます 。

足立60景の制定952 万円
区 制60川年 を記 念 して 、「 足 齔60

景」 を制 定し ます 。 平成3 年 度は 、
陝補地 の 撮影 を続 ける とと もに 、「あ
だち広 報J 等 を利 用 した[ Xl民 の 意向

調 介、選 考委 員会の 設 置 など を行 い、
平 成4 年4 月 に決 定 しま す。

足 會 躙土巳 繝 さん4, S2 冫71円
編 さん の選 む足 立風 土seの‥ ・爾 と

して、「絵 で見 る年 表 足立 風」二x 」
を発f l lし ます。 足 立区 の 古代 から 現
代 ま でを 豊富 な写 真、 図 版、 グラ フ
等 を使 い、わか りや す く解 覗し ます 。

また 、地 方 史、郷 士 史の 研究 に も
役 なつ よう 、資 科等 の 出典 も明 示 し
ます 。こ の年 表 は、平 成4 年6 月 ご
ろ発 刊す る予 定 です。

平成3 年度予算( 案) の内容
目 的 別 歳 出予 算 額

XI・画 事 桑 に422 慱l l l投 人 、f 算 化 凖93. 9%

性 質 別 歳 出 予 算 額

投 資 的 経 費 は 、 前 年 度 比 べ 、a{ 重円 の 増

義 務 的 経 賢 の 栂 成 比 は 、0. 8 ポ イ ン ト 減 、

財 政 運 営 の 弾 力 性 を 確 保

財 源 別 歳 入 予 算 額
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平
成
3
年
度
の

主
な
新
規
事
業

▽
基
本
構
想
の
策

定

2
千
迴
万
円

▽
情
報
化
計
画
推
進

Ⅲ
万
円

▽
工
場
の
集
団
化
、
組
織
化

7
8
5万

円

▽
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
2
9万円

▽
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

1
千
5
7
2万
円

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

2
千
揃
万
円

▽
住
区
セ
ン
タ
ー
(
千
住
河
原
町

、
西

伊
興
)

の
建
設

1
5億
3

千
一
E一万
円

▽
心
身
障
害
者
の
小
規
模
作
業
所
運
営

費
の
助
成

6
1
5
万
円

▽
痴
呆
性
高
齢
者
の
短
期
保
護

1
5
1万
円

▽
心
身
障
害
者
(
児
)
の
緊
急
一
時
保

護
5
2
7

万
円

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
運
営

4
億
2
千
2
8
2
万
円

▽
高
齢
者
の
住
宅
改
造
費
助
成

叨
万
円

▽
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
整
備

3
千
1
0
0万円

▽
河
川
利
用
事
業
の
推
進

1
千
2
0
0万円

▽
水
と
緑
の
公
社
運
営
助
成

8
億
3
千
4
3
9万円

▽
水
と
緑
の
公
社
施
設
管
理
委
託

6
千
8
5万
円

▽
ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
・

ア
ラ
カ
ワ
9
4
3

万
円

▽
堤
防
の
整
備

1
億
6
千
万
円

▽
都
市
総
合
再
開
発
促
進
計
画
の
策
定

7
9
3
万
円

▽
土
地
利
用
現
況
調
査

2
千
印
万
円

▽
都
市
計
画
道
路
の
境
界
認
定

4
千
1
3
4万円

▽
公
共
住
宅
の
調
整

1
千
6
4万
円

▽
駐
車
場
対
策

4
億
5
干
6
5万
円

▽
市
街
地
住
宅
密
集
地
区
再
生
の
調
査

9
0
0

万
円

▽
校
外
施
設
の
建
設
(
臨
海
施
設
)
 
 

1
億
5
千
4
0
3万円

▽
外
国
人
講
師
の
派
遣
(
小
学
校
)
 
 

8
2万
円

▽
小
学
校
校
舎
の
建
設
(
統
合
新
校
)
 

1
0億

7
千
沺
万
円

▽
体
育
館
の
建
設
(
統
合
新
校
)

1
億
7
千
5
8
5万円

▽
「生
き
が
い
奨
励
金
」
の
支
給

2
億
9
1
掴
万
円

▽
管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組
曲
制
作

4
0
8

万
円

▽
(仮
称
)
千
住
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
 

3
億
9
千
2
6
7万円

公
社
を
通
じ
て
行
う

主
な
事
業

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社

□
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

5
千
6
6
3万
円

花
畑
記
念
庭
園
で
の
薪
能
や
、

惠
累
フ
ィ
ル
(
I

モ
ー丁

管
弦

楽
団
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
、
千

住
区
民
ホ
ー
ル
で
の
弦
楽
四
重

奏
な
ど
、
楽
し
い
催
し
物
が
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

2
千
7
0
0万
円

平
成
3
年
度
は
3
回
の
定
期

演
奏
仝
に
加
え
、
著
名
演
奏
家

と
も
共
演
し
ま
す
。

□
合
唱
団
の
育
成

1
千
2
9
4万
円

昨
年
結
成
さ
れ
た
合
唱
団
の

定
期
公
演
を
2
回
行
い
ま
す
。

□
A

│
ダ
ッ
シ
ュ
(
公
社
報
)

の
充
実
8

千
7
5万
円

現
在
8

ペ
ー

ジ
の
A
-

ダ
ッ

シ
ュ
を
平
成
3
年
7
月
吁
か
ら

毎
号
1
2
ペ
ー
シ
に
し
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
導
入鵬

万
円

コ
ミ
こ

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
で
行
う
全
ス
ポ
ー
ツ

事
業
で
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

□
都
市
景
観
の
指
導6

千
6
8万
円

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
置

き
、
都
市
景
観
の
助
言
、
指
導

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
4

年
度
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

国
際
的
な
野
外
彫
刻
展
の
準
備

を
行
い
ま
す
。

□
彫
刻
の
設
置

7
千
9
7
2万
円

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
の
景
観
を

整
備
し
、
快
適
で
心
ふ
れ
あ
う

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

平
成
3
年
度
は
、
さ
ら
に
1
0体

の
彫
刻
か
ま
ち
に
登
場
す
る
予

定
で
す

。

□
ま
ち
工
場
ス
ク
ー
ル
の
整
備

1
千
跳
万
円

都
市
型
の
地
域
工
業
の
振
興

育
成
の
一
環
と
し
て
、
「
見
る
・

知
る
・
ふ
れ
る
・
つ
く
る
」
の

視
点
で
、
工
場
の
一
部
を
区
民

に
公
開
す
る
ま
ち
工
場
の
整
備

に
助
成
し
ま
す

。
平
成
3
年
度

は
5
工
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

□
余
暇
に
係
わ
る
事
業

9
千
『
…万
円

季
節
に
応
じ
た
楽
し
い
5
8種

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

は
し
め
、
リ
ゾ
ー
ト
の
保
養
施

設
な
ど
の
利
用
割
引
き
を
行
っ

て
、
中
小
企
業
に
働
く
方
々
の

余
暇
時
間
を
よ
り
豊
か
な
も
の

に
し
ま
す
。

□
生
活
安
定
に
係
わ
る
事
業
 

1
千
6
3
3万
円

結
婚
、
出
産
、
死
亡
な
ど
に

見
舞
金
、
弔
慰
金
を
支
給
し
ま

す
。ま

た
、
臨
時
の
生
活
資
金
か

必
要
と
な
っ
た
場
介
、
金
融
機

関
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

。

□
健
康
維
持
増
進
に
係
わ
る
事

業

Ⅲ
万
円

中
小
企
業
で
働
く
方
心
成
人

病
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
の
病
院

の
あ
っ
せ
ん
、
利
用
料
の
補
助

を
し
ま
す

。
安
い
料
金
で
利
用

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
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平成3 年度中に開設する主な施設
( 仮称) 西部障害福祉総合センター

所 在地 足立 区 谷在家 三丁 目13番1 号

規 模 鉄筋 コ ンク リート 造3 階建

延3, 207. 8r r i・

平 成3 年5 月 開設 予定

(仮称)特 別 養護 老 人 ホ ーム・
高齢者在宅サービスセンター「さの」

所 在 地 足 立区佐 野二 丁目30番12号
規 模 鉄 筋コン クリ ート造3 階建

延5, 712. 06m・
施 設内 容 じ>特 別養護 老 人ホ ーム( 一般50 床、

痴呆 性50床) 平 成3 年5 月 開設 予定
レ 高齢者在 宅サ ービスセンター

葛西用水親水水路

東和 二丁 目~六 木三 丁目

3. 5kmの 全面 完成

平 成4 年3 月開 設予 定

荒川堤五色桜植樹

掘 之 内一 丁目 先( 鹿 浜橋 下流左 岸) 100m

の間 に20本の桜 を植 え る

平 成3 年11月完 了予 定

北千住駅東西自由地下道

地下道 の拡 幅と 内装

( 全 長70m、 幅7m 、 高 さ2. 5m)

平 成3 年9 月開 設予定

赤 山街 道 親 水 水 路( 第1期)

東 伊興一 丁目16番~西 伊興 四 丁目1 番先

( 510m)
平 成4 年3 月開設 予定

( 仮称) 西 新 井 作 業 所

所 在 地 足 立区 西新井 二 丁目11番4 号
規 模 鉄 骨造 、2 階 建、 延662. 4m:・

施 設内 容 ひ まわ り作業所 、高齢 者作業 施 設、

足 立あ いあい 公社 事務 所

平成3 年4 月開設予 定

コミュニティ道路

竹の塚 三丁目7 番~四 丁目9 番

( 全長600m)
平 成4 年3 月 開設予 定

竹 ノ塚駅東 口広場

駅 前広場 の改 修5, 913 ㎡
平 成4 年3 月開設 予定

A　240, 000


